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生物多様性保全の取り組み

発表内容発表内容

1. はじめに

2. 建設業と生物多様性

3. 鹿島生態系保全動指針について

4. 具体的取り組み

5. 今後の課題など
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生物多様性保全の取り組み

建設業の環境への取り組み建設業の環境への取り組み
--真に快適な環境形成のために真に快適な環境形成のために--

鹿島（総合建設業/ゼネコン）の事業内容

建築事業(70%)､土木事業(24％)､開発事業(6%)

H18年度売上：1兆7752億円（連結）

従業員数：約9234人（事業所数：1750ヶ所）

鹿島の環境への取り組み

環境特性：資源多消費、長期の運用、自然と人間の接点

重点4課題 取組みの視点

・事業活動に伴う環境負荷の低減

（廃棄物削減、省エネ施工、生態系保全
etc.)

・環境と共生する持続可能な社会の形成

（省エネ化・長寿命化､自然再生etc.)

・温暖化防止

・資源循環

・有害物管理

・生態系保全
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生物多様性への取組み背景生物多様性への取組み背景

【リスク管理】：建設事業により生物多様性を損なわない

発注者・社会の信頼確保

事業の遅延、環境修復に伴う経済的な損失の回避

【付加価値向上】：生物多様性を保全し付加価値を向上

顧客に対するサービスの拡充

自然再生事業など生態系関連分野の受注

鹿島のブランドイメージの向上

建造物は大規模、長期存続建造物は大規模、長期存続

建設事業は直接的に地域改変建設事業は直接的に地域改変

生物多様性との係わり大生物多様性との係わり大

生物多様性・生態生物多様性・生態
系保全に貢献でき系保全に貢献でき
る可能性が高いる可能性が高い
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生物多様性保全の取り組み

生物多様性に関るリスク管理生物多様性に関るリスク管理

１.工期延長、工費増大リスクの回避

法面吹付工で問題のある外来種子を採用

⇒外来種子に関するリスク情報を提供し事前検討

２２..無駄な投資の回避
ビオトープに異なる地域のゲンジボタルを移入し地域固有
種を撹乱

⇒ガイドラインを設け事業推進や移入可否を検討

３３..機能の劣化リスクの回避
両生類の移動経路を確保する為のアンダーパスが構造に問
題があり逆に生息数が減少

⇒各種専門家を交えた十分な検討、モニタリングを通した順
応的な対応
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生態系サービス（付加価値向上）生態系サービス（付加価値向上）

住民に緑地と生物多様性の情報を与えると、生物多
様性の高い緑地を景観的にも好むようになる。（ヘ
ルシンキ大学の研究）

森林浴の効果「鳥や虫の種類が多く、規模が大きく
樹種も豊かな森林ほどリラックス効果が大きい傾向
があった」（森林総研）

中長期的な国際競争力＞将来的に日本が住みたい国
であるか？（ex.清渓川21世紀文化環境都市ソウ
ル）



鹿島生物多様性戦略について 7

生物多様性保全の取り組み

生態系保全行動指針（生態系保全行動指針（2005.82005.8））

基本理念

生態系保全は社会的使命を実現するための重要課題

社会・顧客および当社の持続的な発展

行動指針

1. マネジメントシステム／生態系保全は重要課題

2. コンプライアンス／法令遵守・関連政策、社会的要請

3. 教育／社員の認識向上

4. 建設事業における取組み／情報・技術を活用した提案、工事

5. 研究開発／技術的知見の集積、研究・技術開発推進

6. 社会貢献／市民活動、ボランティア、学協会への協力
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生態系保全行動指針の位置付け生態系保全行動指針の位置付け

企業

住民

行政

NPO

行動指針

施工管理

設計

営業

支援

教育

情報発信

動向反映

生態系関連部署
生態系保全部会

要素技術・手法の整備

Stakeholder

①
②
③
④

⑤

⑥
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生物多様性保全の取り組み

具体的取組みについて具体的取組みについて
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ＥＭＳへの組込みＥＭＳへの組込み
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環境管理計画書へ生態系項目追加
■配慮生物の有無
■生物種の特定
■対応方策の立案
・保全方針
・監視、測定
・工期、工法、範囲の見直し
・水質、騒音、振動対策
・作業員教育 等

■緑化工事
・特定外来種の確認

生物への配慮を指示された現場比率

保全対象生物種

＊提案・設計に関しては

「環境配慮設計チェックシート」にて運用中

サンプル数：

286現場(土木)
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生態系情報管理システムの整備生態系情報管理システムの整備
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生物多様性保全の取り組み

生息地復元技術生息地復元技術

生息地の再生+モニタリング

発注者支援（環境教育関連資料作成など）

根株移植（遺伝資源保全）

造園材料として出回っていない樹木の保全



鹿島生物多様性戦略について 13
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生態系解析技術生態系解析技術

都市再生事業（住宅団地整備）における緑地整備

GISを活用した生息域解析

シジュウカラ（益鳥）は6万匹/月害虫を食べる。

＊この他、アサリを指標生物とした人工干潟評価事例等がある。
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生物多様性保全の取り組み

多自然型護岸による地域環境再生多自然型護岸による地域環境再生

沿岸域生態系におけるカニの重要性に着目

コンクリートでカニの生息できる護岸を再生

地域再開発のシンボルとして活用
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生物多様性保全の取り組み

今後の行動指針の展開今後の行動指針の展開

次年度の活動

教育

社員への生物多様性への認識の浸透（自然から学ぶ）

社会貢献

自治体、ＮＰＯとの連携（出前環境教育etc.)

継続的な活動

建設事業における取組み

生態系サービスや優良プロジェクトのPR

話題作りから建設事業の必須要素へ

生物多様性の価値を社会全体で共有
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生物多様性保全の取り組み

ご静聴、有難うございました

ＥＮＤ


